
第５期瀬谷区地域福祉保健計画

暮らしやすいまちづくりの計画

瀬谷区福祉保健課
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瀬谷区地域福祉
保健計画キャラクター
せやちゃん

大丈夫！
一緒に見ていこう！

横浜市地域福祉
保健計画キャラクター
ちふくちゃん

なんだかとっても
難しそうだよ！



Ⅰ 地域福祉保健計画とは（冊子P.1）
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地域に暮らす誰もが安心して自分らしく健やかに暮らせるように支え
合うしくみをつくる

目的

■住民主体
地域に暮らす一人ひとりが
「私たちのまち」に関心を持つ

大切なこと

■協働
目標を共有し、区民・関係機関・行政等
それぞれの役割に応じた取組を進めて
いく



Ⅱ 瀬谷区地域福祉保健計画とは（冊子P.1）
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瀬谷区で生活している「すべての人」

計画の対象

令和８～１２年度

第５期計画の計画期間

計画期間は5年間、
第５期計画までに
20年も計画が続
いているんだ！



Ⅱ 瀬谷区地域福祉保健計画とは（冊子P.1）
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■全体計画
区全体に共通する課題への取組や、

地区別計画をよりスムーズに進めるための計画

■地区別計画
地区の特性や資源を生かしながら、

地区の課題解決や全体計画の推進にもつながる計画

計画の関係性

全体計画と地区別計
画が歯車のようにか
み合うことで、区計
画が進むんだね！



Ⅱ 瀬谷区地域福祉保健計画とは（冊子P.３）
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第５期瀬谷区地域福祉保健計画の全体像

６つの取組はこどもや
障害者など地域住民や、
関係機関・団体からのご意
見を基に作成したよ



Ⅲ 瀬谷区地域福祉保健計画の基本目標（冊子P.5）
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日々の生活の中でさりげなく気にかけあえる「顔の見える関係」、支える側、支えられる側
が固定されない、「ゆるやかな関係」、 住民だけでなく、行政や関係機関・団体などが連携し
て瀬谷区全体で「支え合える関係」を大切にするまちを目指しましょう。

基本目標Ⅰ “おたがいさま”で支え合うまち

地域交流などの「つながり」が心身の健康に効果があると言われています。一人ひとりが
「つながり」をつくることで個人の健康が保たれるとともに、健康で暮らしやすい地域になり
ます。誰もが自分らしくいきいきと過ごせるまちを目指しましょう。

基本目標Ⅱ 健康でいきいきと暮らせるまち

様々な形で身近な地域で年齢や国籍、障害の有無等に関わらず誰もが好きなことやでき
ることを生かして活躍できるまちを目指しましょう。また、担い手不足や多様化する課題に
向き合うために、デジタル技術の活用等、時代に即した活動に変化していくことも大切です。

基本目標Ⅲ 誰もが活躍できるまち



Ⅳ ６つの取組（冊子P.6～18）
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取組１ 身近な見守り・支え合い・助け合いのつながりづくり

まずは挨拶することからだね！



Ⅳ ６つの取組（冊子P.6～18）

10

取組２ 一人ひとりに応じた健康づくり

今日は良い調子！
体調に合わせて進めよう



Ⅳ ６つの取組（冊子P.6～18）
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取組３ 健やかにこどもが育つ風土づくり

色んなこと体験したいな！



Ⅳ ６つの取組（冊子P.6～18）
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取組４ 様々な人と人との交流の広がりづくり

せやちゃん以外にも１８区
それぞれにキャラクターがいるよ！



Ⅳ ６つの取組（冊子P.6～18）
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取組５ それぞれの力を生かすネットワークづくり

何回も参加することで色んな人と
仲良くなれるね



Ⅳ ６つの取組（冊子P.6～18）
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取組６ 必要な情報や支援が届く仕組みづくり

やさしい日本語
だと多くの人に

伝わるね



Ⅴ 全体計画（冊子P.６～18）と地区別計画（冊子P.19～44）
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全体計画は、 区民 、 関係機関・活動団体・各種施設等 、 区役所 、 区社
会福祉協議会 、地域ケアプラザ の５者が取り組む計画です。
基本目標の実現に向けて区に共通する課題をそれぞれの得意なこと・

できることを計画として掲載しています。

全体計画

みんなが関わっているんだね、
６つの取組ごとに一人ひとりが意識し

たいことが書いてあるよ！

まずは取組４の「住んでいるまちのイベント等に参
加しましょう」から初めてみようかな！



Ⅴ 全体計画（冊子P.６～18）と地区別計画（冊子P.19～44）
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地区のみなさんが、その地区の課題について
検討し、地区の特性や資源を生かしながら課題
解決のために12地区エリアごとに策定・推進す
る行動計画です。

地区別計画

12地区それぞれに
素晴らしい計画があるよ、
ぜひホームページや冊子

で見てほしいな♪



Ⅵ 計画の推進（冊子P.45～46）
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計画をより効果的に進めていくために、様々な方法を用いていきます。

・年度ごとのPDCAの実施
・懇談会・シンポジウムの開催
・研修会の実施
・地区社協分科会での振り返り
・区民意識調査やこどもへのアンケートの実施

推進の方法

【懇談会の開催】

【シンポジウムの開催】

出来上がった計画を進
めて、基本目標を実現
してくことが大切だね



Ⅶ 第５期計画の特徴（冊子P.６）
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これまで「区役所、区社協、地域ケアプラザ」だったのを「区民」、「関係機
関・活動団体・各種施設等」を加えることで、計画の基本理念である「みん
なでつくる みんなのしあわせ」をより体現する計画としました。

特徴① 全体計画の範囲拡大

関係機関・活動団体・各種施設等には色々なところがあるね。
みんな、瀬谷区のことを考えて、暮らしやすいまちになるように取り組んでいるよ。



Ⅶ 第５期計画の特徴全体計画（冊子P.７～18）
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基本目標に対してどのようにアプローチしていくかをアンケート（こども、
障害者、高齢者等）や策定懇談会等で出た意見をもとに基本目標を実現
するため６つの取組を作成しました。
また名称を「（基本目標を実現するための）6つの取組」とすることで、実

現するためにどうしていけばよいかをよりわかりやすく表現しました。

特徴② ５つの“大切なこと”から６つの“取組”

アンケートや区民意見募集については
次のページを見てね。



Ⅶ 第５期計画の特徴全体計画（冊子P.49～55）
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横浜市こども・子育て基本条例に基づき、こどもの意見を表明する機会
を確保し、
■事前アンケート（212件）
■素案に対する意見募集（326件）
そのほか、外国籍の方や障害者の方など、幅広く意見募集を行い、素案
に対する意見募集ではこども含めて全部で384件のご意見をいただき
ました。

特徴③ こどもからの意見抽出

色々な意見をくれてありがとう！
参考にしたみんなの意見は計画の
49～55ページに載っているよ

「ユニバーサルデザインを増やし
て、こどもから高齢者まで楽し
める施設（居場所）があるとよ
い」という大人顔負けの意見も

あったよ！



Ⅶ 第５期計画の特徴全体計画（冊子P.７～18）
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全体計画は６つの取組ごとに掲載していますが、決して一つの取組だけ
に関係しているわけではありません。
そこでピクトグラムを活用して取組の関係性をわかりやすく表しました。

特徴④ ピクトグラムの活用

６
つ
の
取
組
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

計画は一つの取組
だけに関係してい
るわけではなく、
色々な取組につな
がっているんだね



Ⅷ おわりに
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計画の策定にあたっては様々な方とともに作成をしていただきました。
引き続き、基本理念である「みんなでつくる みんなのしあわせ」を実現

していくためにも令和８年度から開始するこの計画を自分事として捉え、
自分の暮らす瀬谷区をより良くするために瀬谷区一丸となって推進して
いきましょう。

まとめ

大切なのは
「暮らしやすいまちをつくる」

ことだよ！

計画を見ながら自分でできること
から取り組んでみよう！


